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100)  福田信之，上野博志，小野田 寛，桑原弘幸，田中修平，牛島龍一，傍島光男，平井忠和，城宝秀司，絹川弘一郎．
高齢者の心房中隔欠損症に対してカテーテル閉鎖術を施行した 1 例．第 27 回日本老年医学会北陸地方会；2016 Oct 
29；金沢． 
101)  絹川弘一郎．心臓病治療に活かされる医療工学－補助人工心臓治療を中心に－．平成 28 年度日本生体医工学会北陸
支部大会；2016 Dec 3；富山． 
102)  絹川弘一郎．アルギニンバソプレシン系と心不全．Cardiovascular and Metabolic Week 2016 適応医学会シンポジウム；
2016 Dec 16-17；東京． 
103)  上野博志，小野田 寬，桑原弘幸，牛島龍一，傍島光男，福田信之，城宝秀司，平井忠和，絹川弘一郎，横山茂樹，
土居寿男，山下昭雄，深原一晃，芳村直樹．BAV 時に急性 AR を生じ Sapien3 留置後に PCPS を必要とした TF-TAVI
の一例．日本循環器学会 第 148 回東海・第 133 回北陸合同地方会；2016 Nov 5-6；金沢． 
104)  福田信之，上野博志，小野田 寛，桑原弘幸，田中修平，牛島龍一，傍島光男，平井忠和，城宝秀司，絹川弘一郎．
経皮的心房中隔欠損閉鎖術が可能であった大動脈 rim 欠損した心房中隔欠損症の 1 例．日本循環器学会 第 148 回東
海・第 133 回北陸合同地方会；2016 Nov 5-6；金沢． 
105)  絹川弘一郎．地域中核施設が管理施設になる意義と将来性．第 54 回日本人工臓器学会大会；2016 Nov 24；米子． 
 
◆ その他 
1)  絹川弘一郎．高齢心不全患者の合併症とその対策．臨床医のための循環器診療 No 25．2016 Aug 7． 
2)  絹川弘一郎．心不全治療の最前線．生活習慣病講演会；2016 Jan 18；富山． 
3)  絹川弘一郎．心不全治療における水利尿薬の役割．心不全治療を考える 地域連携の会；2016 Jan 21；福岡． 
4)  上野博志．Ultimaster 留置 47 日後に OFDI で観察した一例．Ulitimaster 研究会；2016 Jan 21；富山． 
5)  絹川弘一郎．心不全治療の最前線．第 2 回 Circulation Meeting in Toyama；2016 Jan 22；富山． 
6)  上野博志．カテーテルで心臓を“直す”．第二回 Circulation Meeting in Toyama；2016 Jan 22；富山． 
7)  絹川弘一郎．心不全治療の最近の話題〜血圧管理の重要性〜．STOP HYPERTENSION in 富山；2016 Feb 3；富山． 
8)  中谷洋介．心房細動アブレーション治療の現状．富山市北部プライマリ・ケア講演会；2016 Feb 5；富山． 
9)  絹川弘一郎．水利尿薬が心不全治療に与えたインパクトと今後の課題．サムスカ発売 5 周年記念講演会；2016 Feb 
10；盛岡． 
10)  絹川弘一郎．心不全治療における β遮断薬治療のノウハウ．β Blocker Seminar in Toyama；2016 Feb 12；富山． 
11)  絹川弘一郎．心不全治療における実践的な β遮断薬の使用法を考える．循環器症例検討会講演会；2016 Feb 15；富
山． 
12)  絹川弘一郎．水利尿薬が心不全治療に与えたインパクトと今後の課題．氷見市医師会学術講演会；2016 Feb 17；氷
見． 
13)  絹川弘一郎．臓器連関を考えたサムスカの使用法．第 4 回水利尿学術講演会；2016 Feb 18；富山． 
14)  絹川弘一郎．心不全治療において β遮断薬を最大限に活用するには？．第 11 回愛媛心不全研究会；2016 Feb 19；松
山． 
15)  絹川弘一郎．SMILE study から何を学び，どう活かすのか？．Workshop on congestive heart failure in Toyama〜トルバ
プタン発売 5 年の軌跡と将来展望〜；2016 Feb 24；富山． 
16)  絹川弘一郎．増え続ける心不全にどう立ち向かうか？現状と課題．糸魚川総合病院 講談会；2016 Mar 3；糸魚川． 
17)  絹川弘一郎．静注 β遮断薬は心不全治療をいかに変えたか？．Beta1-blocker Innovation Conference in Gunma 2016；2016 
Mar 4；前橋． 
18)  絹川弘一郎．重症心不全の治療戦略は今後どのように展開するか？．第 13 回東京心臓病理フォーラム；2016 Mar 5； 
東京． 
19)  絹川弘一郎．心不全の薬物治療－最新の知見から－．第 19 回東京心臓病研究会；2016 Mar 5；東京． 
20)  絹川弘一郎．補助人工心臓は重症心不全治療をいかに変えたか？．第 2 回南近畿重症心不全研究会；2016 Mar 11；
堺． 
21)  絹川弘一郎．心不全治療における β遮断薬のノウハウ．超高齢社会における循環器疾患・糖尿病疾患を考える；2016 
Mar 12；京都． 
22)  上野博志．カテーテルによる最新の心臓治療 経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）の紹介．第 70 回富山県医学
会；2016 Mar 13 ; 富山． 
23)  上野博志．経カテーテル的大動脈弁留置術（TAVI）の承認から実施まで．第 8 回北陸 3 県合同放射線技師会学術研
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修会；2016 Mar 26；富山． 
24)  絹川弘一郎．心不全の薬物治療 up to date．Diabetes Academy 2016；2016 Mar 30；東京． 
25)  絹川弘一郎．心臓再同期療法を成功させる適応とは？．心不全 Forum in Toyama；2016 Apr 6；富山． 
26)  絹川弘一郎．心腎連関を考えたサムスカの使用法．水利尿学術講演会；2016 Apr 7；富山． 
27)  小池 勤．腎疾患に対する水利尿薬導入の意義．水利尿学術講演会；2016 Apr 7；富山． 
28)  絹川弘一郎．重症心不全に対する集学的アプローチ．心不全・不整脈治療セミナー in Kyoto；2016 Apr 9；京都． 
29)  中谷洋介．クライオバルーンアブレーションについて．循環器疾患 学術講演会；2016 Apr 12；富山． 
30)  絹川弘一郎．心不全に関する最新の話題．Cardiovascular Expert Seminar；2016 Apr 14；金沢． 
31)  上野博志．第 3 世代 Dual source CT で現在使用可能なステントはどこまで見えるか？．CCTI in KCJL ミニレクチャ
ー；2016 Apr 21；京都． 
32)  傍島光男．Parachute 回収時に Synergy Stent の Deformation を生じた一例．富山 PTCA 研究会；2016 May 6；富山． 
33)  絹川弘一郎．心不全治療最新の話題－外科とのハイブリッド治療も含めて－．第 151 回富山循環器懇話会；2016 May 
18；富山． 
34)  西田邦洋．心房細動発症を契機に心不全が悪化し，治療のため心房細動アブレーション，心臓再同期療法，房室接
合部アブレーションを要した拡張型心筋症の 1 例．第 151 回富山循環器懇話会特別講演会；2016 May 18；富山． 
35)  絹川弘一郎．心不全におけるバソプレシンの役割と水利尿薬の可能性．福岡糟屋地区医療連携講演会；2016 May 19； 
福岡． 
36)  城宝秀司．CTEPH（シーテフ）慢性肺血栓塞栓性肺高血圧症の最新治療．肺高血圧症治療セミナー；2016 May 20；
富山． 
37)  絹川弘一郎．水利尿薬が心不全治療に与えたインパクトと今後の課題．水利尿講演会；2016 May 26；松山． 
38)  小池 勤．本態性高血圧患者における抵抗血管のリモデリングの成因に関する検討．第 15 回富山アンジオテンシン
セミナー；2016 May 26；富山． 
39)  上野博志．左主幹部高度狭窄病変を合併した重症大動脈弁狭窄症．豊橋ライブ 東海北陸から，この症例，皆さんな
らどうしますか？；2016 May 27；豊橋． 
40)  上野博志．大動脈弁狭窄症に対するカテーテル治療（TAVI）．地域連携研修会；2016 May 28；富山． 
41)  絹川弘一郎．心不全の薬物治療 up to date．日本ベーリンガーインゲルハイム社内研修会；2016 May 30；富山． 
42)  絹川弘一郎．心不全治療における β遮断薬治療のノウハウ．第 6 回阪神心不全研究会；2016 Jun 2；西宮． 
43)  傍島光男．経カテーテル的大動脈弁留置術（TAVI）後に頭蓋内出血を来した一例．循環器フォーラム；2016 Jun 3；
富山． 
44)  絹川弘一郎．心不全におけるバソプレシンの役割と水利尿薬の可能性．水利尿薬の使い方を考える会；2016 Jun 9； 
金沢． 
45)  中谷洋介．富山大学におけるアブレーションの現状．心房細動治療 up to date；2016 Jun 10；魚津． 
46)  城宝秀司．肺動脈性肺高血圧症・慢性血栓塞栓性肺高血圧症の最新治療について．富山県難病相談講演会；2016 Jun 
11；富山． 
47)  絹川弘一郎．心不全におけるバソプレシンの役割と水利尿薬の可能性．サムスカ発売 5 周年記念講演会；2016 Jun 15；
福島． 
48)  絹川弘一郎．水利尿薬が心不全治療に与えたインパクトと今後の課題．第 1 回 CHF Fukui Expert Meeting；2016 Jun 
23；福井． 
49)  西田邦洋．不整脈研究における動物モデルの役割．富山循環器病 UPDATE 2016；2016 Jun 24；富山． 
50)  上野博志．Structural Heart Disease（SHD：構造的心疾患）に対するカテーテル治療．八尾循環器学術講演会；2016 Jun 
27；八尾． 
51)  絹川弘一郎．心房細動の薬物的マネージメント．抗凝固療法を学ぶ病診連携の会；2016 Jun 29；富山． 
52)  中谷洋介．心房細動アブレーションの進歩．抗凝固療法を学ぶ病診連携の会；2016 Jun 29；富山． 
53)  絹川弘一郎．水利尿薬が心不全治療に与えたインパクトと今後の課題．心不全の体液貯留管理を考える会；2016 Jun 
30；倉敷． 
54)  上野博志．大動脈弁狭窄症に対するカテーテル治療（TAVI）～導入後 1 年間の成績～．第 28 回富山県高血圧研究会；
Jun 30；富山． 
55)  絹川弘一郎．心不全に対する β遮断薬治療の最適化をはかるには？．第 12 回城南循環器フォーラム；2016 Jul 1；東
京． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
− 94 − − 95 −
56)  山﨑秀憲，高嶋英子，水谷南美，志田しのぶ，掛下幸太，小池 勤，在田幸太郎，松原祐樹，和田暁法，村上 純．
同種末梢血幹細胞移植 1 年後に急激な腎機能低下を来たした 1 例．第 56 回名古屋腎病理研究会；2016 Jul 2；名古屋． 
57)  上野博志．左主幹部高度狭窄病変を合併した重症大動脈弁狭窄症．北陸 PTCA 研究会；2016 Jul 2；金沢． 
58)  絹川弘一郎．なぜ，高齢社会で心不全が増えているのか？．循環器疾患学術講演会 in 八尾；2016 Jul 7；八尾． 
59)  山﨑秀憲．長期官界維持に難渋しているネフローゼ症候群の 1 女性例．第 1 回 Kidney Related Disease Symposium in 
Toyama；2016 Jul 7；富山． 
60)  絹川弘一郎．なぜ，高齢社会で心不全が増えているのか？．滑川市医師会学術講演会；2016 Jul 8；滑川． 
61)  絹川弘一郎．SGLT2 阻害薬は心不全治療の breakthrough になるか？．最新の糖尿病治療を考える会；2016 Jul 13；富
山． 
62)  絹川弘一郎．知っておきたい心不全の病態と治療－水利尿薬トルバプタンの知見と展望－．第 5 回薬剤師フォーラ
ム；2016 Jul 21；富山． 
63)  絹川弘一郎．心不全治療ステージ A から D まで．第 155 回秋田心疾患懇話会；2016 Jul 22；秋田． 
64)  城宝秀司．肺動脈性肺高血圧症に対するオプスミット錠の使用経験．第 7 回富山肺高血圧症研究会；2016 Jul 22；富
山． 
65)  絹川弘一郎．なぜ，高齢社会で心不全が増えているのか？．心不全講演会；2016 Jul 25；黒部． 
66)  絹川弘一郎．心不全治療における新たなオプションとしてのサムスカの使用法．第 2 回筑紫心不全地域医療連携カ
ンファレンス；2016 Jul 26；福岡． 
67)  中谷洋介．心房細動アブレーションの進歩．第 42 回射水市医師会学術講演会；2016 Jul 28；射水． 
68)  絹川弘一郎．心不全治療 最新の話題〜J-Land 試験と β 遮断薬の未来〜．Short Acting Beta1 Blocker Young Expert 
Meeting；2016 Jul 29；大阪． 
69)  上野博志．大動脈弁狭窄症患者への TAVI（経カテーテル的大動脈弁留置術）の現状と将来展望．糸魚川循環器疾患
懇話会；2016 Jul 29；糸魚川． 
70)  絹川弘一郎．難治性心不全といかに向き合うか？．Daiichi-Sankyo 循環器フォーラム 2016 心不全 Up-to-date；2016 Jul 
30；東京． 
71)  絹川弘一郎．重症心不全患者における LVAD 治療と患者選択．第 1 回南大阪重症心不全ラウンドカンファレンス；
2016 Aug 6；近畿大学病院（大阪狭山）． 
72)  絹川弘一郎．重症心不全と補助人工心臓（VAD）治療．第 1 回富山循環器カンファレンス；2016 Aug 8；富山． 
73)  西田邦洋．ブルガダ症候群．登録医症例検討会；2016 Aug 9；高岡． 
74)  絹川弘一郎．慢性心不全における最新の薬物治療のエビデンスについて．エキスパート対談 慢性心不全治療におけ
る薬物治療と非薬物治療の最前線；2016 Aug 12；東京． 
75)  西田邦洋．心房虚血/梗塞と心房細動．第 31 回犬山不整脈カンファランス；2016 Aug 20；名古屋． 
76)  上野博志．最新の抗凝固療法とカテーテル治療～富山大学における TAVI への取り組み～．抗血栓療法セミナーin
上越；2016 Aug 25；上越． 
77)  絹川弘一郎．心不全におけるバソプレシンの役割と水利尿薬の可能性．学術講演会；2016 Sep 5；東京． 
78)  絹川弘一郎．心不全に於けるバソプレシンの役割と水利尿薬の可能性．東濃バソプレシン心不全研究会；2016 Sep 7；
多治見． 
79)  絹川弘一郎．New Era in Congestion Treatment．久留米心不全セミナー；2016 Sep 8；久留米． 
80)  絹川弘一郎．心不全治療 up to date．心血管セミナーin SUMOTO；2016 Sep 9；洲本． 
81)  絹川弘一郎．水利尿薬が心不全治療に与えたインパクトと今後の課題．第 50 回群馬県立心臓血管センター症例検討
会；2016 Sep 13；前橋． 
82)  絹川弘一郎．New Era in Congestion Treatment．Otsuka e 講演会；2016 Sep 14；東京． 
83)  絹川弘一郎．心不全治療 up-to-date－高尿酸血症と心不全．学術講演会；2016 Sep 15；富山． 
84)  中谷洋介．心房細動管理のコツ．婦中不整脈セミナー；2016 Sep 15；富山． 
85)  水谷南美，山﨑秀憲，高嶋英子，藤岡勇人，志田しのぶ，掛下幸太，小池 勤，絹川弘一郎．カテーテルで緊急透
析を施行後に多発血栓症を来した 1 例．第 46 回富山県腎疾患・人工透析研究会；2016 Sep 18；富山． 
86)  上野博志．最新のカテーテル治療～富山大学における TAVI～．抗血栓療法セミナーin 恵寿総合病院；2016 Sep 20；
七尾． 
87)  Kinugawa K. New Calculation for Japanese VAD patients. Heart Failure Grand Rounds; 2016 Sep 22; Tokyo. 
88)  絹川弘一郎．ステージ A から考える心不全治療．循環器疾患と糖尿病治療を考える会 In 名古屋；2016 Sep 27；名古
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屋． 
89)  中谷洋介．心房細動治療 Up to date．Itoigawa Network Meeting；2016 Oct 5；糸魚川． 
90)  上野博志．TF ルートの血管蛇行にどう対処するか．ストラクチャークラブ・ジャパン ライブデモンストレーショ
ン 2016 TAVI エキスパー・リレー：とっておきの私の工夫；2016 Oct 7；京都． 
91)  上野博志．Sapien3 留置時の BAV の功罪．ストラクチャークラブ・ジャパン ライブデモンストレーション 2016；2016 
Oct 7；京都． 
92)  上野博志．DCB in clinical practice．ストラクチャークラブ・ジャパン ライブデモンストレーション 2016 モーニング
セミナー2；2016 Oct 8；京都． 
93)  絹川弘一郎．心不全におけるバソプレシンの役割と水利尿薬の可能性．第 4 回心不全体液管理講演会；2016 Oct 12； 
広島． 
94)  絹川弘一郎．新しいオプションとしてのサムスカの役割〜心不全診療の幅が広がるか〜．第 2 回丹南嶺南心不全カ
ンファレンス；2016 Oct 13；敦賀． 
95)  絹川弘一郎．心不全治療における水利尿薬の役割．第 1 回九州・沖縄地区補助人工心臓研修コースランチョンセミ
ナー；2016 Oct 15；福岡． 
96)  上野博志．循環器疾患と最新治療．富山県診療情報管理研究会；2016 Oct 15；富山． 
97)  絹川弘一郎．心不全治療における水利尿薬の役割．心不全治療地域連携の会；2016 Oct 17；福岡． 
98)  絹川弘一郎．β 遮断薬の使い分け．氷見市医師会学術講演会；2016 Oct 19；氷見． 
99)  上野博志．最新の抗凝固療法とカテーテル治療～富山大学における TAVI への取り組み～．循環器 up to date in 富山；
2016 Oct 19；富山． 
100)  絹川弘一郎．重症心不全治療と病診連携〜心臓移植の現状と今後を含めて〜．埼玉東部エリア学術講演会；2016 Oct 
20；越谷． 
101)  絹川弘一郎．ASV の急性効果と心機能曲線．心不全 ASV リサーチ・フォーラム第 4 回学術集会；2016 Oct 22；東京． 
102)  上野博志．切らずに治す心臓病～富山大学ハートチームの取り組み～．第 2 回富山循環器疾患カンファレンス；2016 
Oct 24；富山． 
103)  上野博志．最近の TAVI の話題．心エコーセミナーin 富山；2016 Oct 27；富山． 
104)  絹川弘一郎．心臓が悪いとは？．中村記念病院講演会；2016 Oct 30；氷見． 
105)  西田邦洋．心原性脳塞栓症の一時予防について－DOAC への期待－．富山県 Care AF 講演会；2016 Dec 2；富山． 
106)  上野博志．カテーテル治療と心エコー．富山県心エコーセミナー2016 ; 2016 Dec 3；富山． 
107)  中谷洋介．心房細動治療のパラダイムシフト．心房細動治療 Conference；2016 Dec 9；富山． 
108)  西田邦洋．心房細動アブレーション．第 3 回富山循環器疾患カンファレンス；2016 Dec 19；富山． 
109)  絹川弘一郎．重症心不全治療の現状．秋田大学講演会；2016 Nov 1；秋田． 
110)  絹川弘一郎．心腎連関を踏まえた次世代の心不全治療．Samsca Heart Forum 2016 in Fukuoka；2016 Nov 5；福岡． 
111)  志田しのぶ，山﨑秀憲，水谷南美，掛下幸太，小池 勤，絹川弘一郎，渡邊善之，北野香織，小清水由紀子．バセ
ドウ病の経過中に発症した急速進行性糸球体腎炎の 1 例．第 75 回中部日本糸球体腎炎談話会；2016 Nov 5；名古屋． 
112)  上野博志．左主幹部高度狭窄病変を合併した重症大動脈弁狭窄症．Toyama DES summit；2016 Nov 10；富山． 
113)  西田邦洋．心房細動と心不全．富山大学県央エリア学術講演会；2016 Nov 11；座間． 
114)  上野博志．最新の抗凝固療法とカテーテル治療～富山大学における TAVI への取り組み～．循環器 up to date in 高岡； 
2016 Nov17；高岡． 
115)  上野博志．Annulus & LVOT 重度石灰化症例での Sapien3 留置．Sapien3 User Meeting；2016 Nov 19；東京． 
116)  小池 勤．ADPKD に対する当院の取り組み．Network Meeting；2016 Nov 24；射水． 







− 96 − − 97 −
